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令和3年1月30日

松本高等学校が
地域にもたらしたものとは？



本日のあらまし

• １ 旧制高等学校とは

• ２ 松本高等学校とは

• ３ 松高生と町

• ４ 松高が生んだ人材

• ５ おわりに
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松本高等学校概要

松本高等学校創立。

松本城二の丸にあった松本中学校（現：松本深志高等学校）の一
部を仮校舎として開校。

新校舎が現在のあがたの森の位置に落成。

講堂・図書館落成。

松本高等学校閉校、信州大学へ。

校舎・講堂の保存運動が起こる。

あがたの森文化会館開館。

校舎・講堂が国重要文化財に指定。
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大正８年

大正９年

大正１１年

昭和２５年

昭和４８年

昭和５４年

平成１９年



１ 旧制高等学校とは

第一高等学校（明治２２年建築）

・明治１９年から昭和２５年まで存在（４１校）
・同世代人口の１％に満たないエリート（男子校）
・帝国大学への進学権を与えられていた
→青春を満喫し、自由な人間形成の場となった
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帝国大学と
旧制高等学校
の配置
帝国大学 ９校
高等学校 ４１校

＜内訳＞
ナンバースクール ８校
（明治時代に設置）
地名校 １７校
（主として大正時代に設置）
七年制高校 １０校
（主として大正時代に設置）
官立大学予科 ６校
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旧制高等学校
の校章
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松本高等学校 校章
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授業

松本市教育委員会『旧制高等学校の青春』



校舎の形の違い

松本市『旧松本高等学校保存修理工事報告書』平成18年
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第一高等学校建物配置図
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明治型本館 第一高等学校
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大正型本館
松本高等学校建物配置図
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大正型本館 松本高等学校



１ まとめ

• 旧制高等学校は、帝国大学への進学の特権
を与えられた高等教育機関だった

→青春を満喫し、自由な人間形成の場となった

• 旧制高等学校は、明治時代に設立されたナ
ンバースクールや、大正８年以降に設立され
た地名校などを含め、全国に４１校存在して
いた
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２ 松本高等学校



松本高等学校の
誘致

松本駅

松本城

松本市街地図（大正7年）

・誘致の目的

小里市長「地域の学生が
勉強する機会」と「地方文化
の向上」
→全国から集う学生がもた
らす文化に期待
・明治３２年以来の誘致運動
・地元負担は２３万４千円

当時の市経常歳出予算２
年分の費用をかけて行われ
た
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授業風景
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熊井 啓（昭和24年卒） 望月市恵（大正11年卒）
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蛭川 幸茂
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講堂
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講堂にて 学徒出陣壮行式
昭和１８年１１月８日（文科生２７名）
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戦時下の松本高等学校
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福元 猛寛 ～スミレの人
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思誠寮
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ストーム
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29

復元寮室
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２ まとめ

• 誘致運動により、長野県に旧制高等学校が設立
した

→松本のまちの新たなシンボルとなった。

• 松本高等学校でも、学生達はよく学び、青春を満
喫し、自由な人間形成が行われていた
（※戦時中は制限されていた）
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昭和10～13年 松本市盛り場かいわい
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３ 松高生と町



福元 猛寛作のクラスアルバムから（昭和17年9月卒業）
35



翁 堂
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37

半玉さん
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清洋軒



映画館
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演伎座

電気館



40

明倫堂

書店

鶴林堂
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３ まとめ

• 文化的な底上げ

→全国から学生が来て、松本市で生活したり、町の人々と関
わったたりし、異文化・都市文化を松本にもたらした

→書店や映画館に松高生が足しげくかよっていた

（鶴林堂では、松本高等学校が出来たことにより、本の内容
が充実した）

→まちを楽しむ松高生を松本の人々も快く受け入れていた
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４ 松高が生んだ人材
小谷隆一さんを例に

• 大正１３（１９２４）年 京都生まれ

• 昭和１２（１９３７）年 旧制京都第二商業
学校入学。山に魅せられ山岳部に。

• 昭和１９（１９４４）年 旧制松本高等学校
入学（２６回文１）。山岳部。同期に辻邦生、
一期後輩に斎藤宗吉（北杜夫）。

• 昭和２２（１９４７）年 東京帝国大学法学
部入学。山岳部。

• 昭和４０（１９６５）年 ディラン峰に挑む

• 平成１５（２００３）年 小谷コレクション（山

岳図書約8,000点）を信州大学に寄贈。

44
小谷展図録より



松本高等学校 山岳部
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カラコルム・ディラン山遠征
ー1965年

『山なみ帖 その後』より



松本への贈り物 「小谷コレクション」
山岳図書8,000点を、信州大学に寄贈（小林義正「高嶺文庫」が母体）

1850ｰ54年実施のインド・ヒマラ
ヤ地方調査報告書

『槍ヶ嶽の美観』明治39（1906）
年 高美書店発行

47信州大学ホームページより



各界で活躍した松高卒業生

北杜夫※本名：斎藤宗吉（作家）
辻邦生（作家）
臼井吉見（文芸評論家）
古田晁（筑摩書房創設者）
熊井啓（映画監督）
唐木順三（哲学者）
中島健蔵（フランス文学者）
柚木沙弥郎（染色工芸作家）

など
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松本市で活躍した卒業生

〇文学 北沢喜代治（作家）

○行政 筒井直久（松本市長）

○教育 望月市恵（信州大学教授）

松崎一（信州大学教授）

赤羽太郎（信州大学学長）

○医療 横沢幸（丸の内病院院長）

〇民俗 池上隆祐（民俗学者）

など
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４ まとめ

• 小谷隆一について

→松高時代は山岳部であり、松高以来の友人で
ある北杜夫とディラン山へ遠征

→信州大学に小谷文庫を寄贈

• 松本高等学校出身者は、さまざまな分野で活躍
した

→松本市で活躍する出身者も
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あがたの森公園 関係者・市民による校舎保存運動の成果
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５ おわりに…



松本高等学校が、
地域にもたらしたものとは？

・文化的な底上げ

松本のまちには新しいもの・素晴らしいものを

受け入れる文化が根付いている。

・あがたの森に現存する校舎・講堂

保存しながら活用する先進的な取り組み

→旧開智学校と共に、学都のシンボル
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